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おもてなし研究会   







 ところで、2008 年から 2017 年の和歌山県長期総合計画は、「未来に羽ばたく愛着ある

















とった。なお、質問紙は 1500 部配布され、回収は 508(33.9%)であった。調査項目として
は、地域満足、近隣関係、地域に対するコミットメント、観光に対する期待や思い、受入
















 (主査) 竹田 明弘 和歌山大学観光学部准教授  
竹林 明  和歌山大学観光学部教授  
廣岡 裕一  和歌山大学観光学部教授  
佐々木 壮太郎  和歌山大学観光学部准教授  
竹林 浩志  和歌山大学観光学部准教授  
山本 敤子 和歌山大学経済学部助教 
則藤 正文  和歌山社会経済研究所研究部長  
中平 匡俊  和歌山社会経済研究所主任研究員  
畑  光穂  和歌山商工会議所企画・街づくり支援室リーダー  
藤村 幸司  和歌山商工会議所企画・街づくり支援室主事  
（注 : メンバーの所属・肩書きについては平成 21 年度時点）  
 
【執筆担当】  
はじめに ·························································· (竹田) 
第 1 章 地域のブランド価値向上と住民の受入意識  ·· (佐々木) 
第 2 章 調査報告  ·············································· (竹田) 
第 3 章 地域格差および地域の分析と考察  ·············· (中平) 
おわりに ·························································· (竹林) 
 
【研究会・活動】 
研究会を 6 回開催（うち、プレ研究会 1 回）。 
現地アンケート調査実施（平成 21 年 11 月～12 月）。  
 
